
土
曜
公
開
講
座

教
育
な
う

▽
日
時　
12
月
16
日（
土
）午
前

10
時
～
正
午
。

▽
会
場　

市
教
育
セ
ン
タ
ー

（
天
神
１
丁
目
）。

▽
内
容　
「
涙
も
笑
い
も
、
力

に
な
る　
院
内
学
級
の
子
ど
も

た
ち
が
教
え
て
く
れ
た
大
切
な

こ
と
」
と
題
し
た
、
副そ

え

島じ
ま

賢ま
さ

和か
ず

さ
ん
（
昭
和
大
学
大
学
院
保
健

医
療
学
研
究
科
准
教
授
）
に
よ

る
講
話
。

▽
定
員　
先
着
100
人
。

▽
申
込　
10
月
12
日
～
12
月
４

日
に
、
電
話
で
、
市
教
育
セ
ン

タ
ー
☎（
639
）４
３
８
２
へ
。

ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
支
援
講
座

新
聞
か
ら
学
ぶ「
文
章
術
」

▽
日
時　
11
月
15
日（
水
）午
後

２
時
～
４
時
。　

▽
会
場　
東
図
書
館
（
中
今
泉

３
丁
目
）。

▽
内
容　
下
野
新
聞
社
「
し
も

つ
け
新
聞
塾
」
講
師
に
よ
る
新

聞
記
事
か
ら
学
ぶ
文
章
術
の
講

座
。投
稿
文
の
書
き
方
も
伝
授
。 

▽
定
員　
先
着
40
人
。

▽
申
込　
10
月
25
日
午
前
９
時

30
分
か
ら
、
直
接
ま
た
は
電
話

で
、
東
図
書
館
☎（
638
）５
６
１

４
へ
。

坂
井
塾　
名
人
か
ら
教
わ
る

工
作　
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
た
い
体
験
活
動

▽
日
時　

10
月
14
・
21
日
、
11

月
26
日
。
午
前
10
時
～
正
午
。

全
３
回
。

▽
会
場　
人
材
か
が
や
き
セ
ン

タ
ー
（
中
央

５
階
）。
11
月

26
日
は
作
新
学
院
大
学
（
竹
下

町
）。

▽
内
容　
坂
井
楞り

ょ
う

山ざ
ん

さ
ん
（
宮

の
も
の
づ
く
り
達
人
）
に
よ
る

工
作
の
知
識
・
技
術
と
、
工
作

体
験
の
良
さ
を
地
域
で
伝
え
て

い
く
意
義
に
つ
い
て
学
ぶ
講

座
。
11
月
26
日
は
「
地
域
教
育

メ
ッ
セ
」
で
工
作
の
体
験
コ
ー

ナ
ー
を
運
営
。

▽
対
象　

子
ど
も
の
家
指
導

員
・
青
少
年
指
導
員
・
親
父
の

会
・
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・

リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ラ
ブ
な
ど
、
子

ど
も
に
関
わ
る
地
域
活
動
を
し

て
い
る
人
。

▽
定
員　
抽
選
30
人
。

▽
申
込　

直
接
ま
た
は
電
話
・

は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー

ル
（
講
座
名
・
住
所
・
氏
名
・

ふ
り
が
な
・
電
話
番
号
を
明
記
）

で
、
10
月
10
日
ま
で
に
、
〒
320

－

0086
中
央
１
丁
目
１
－

13
、
人

材
か
が
や
き
セ
ン
タ
ー
（
中
央

４
階
）
☎（
632
）６
３
３
２
、

（
632
）６
３
３
６
、

u4606
@

city.utsunom
iya.tochi

gi.jp

へ
。

16
ミ
リ
映
写
機
技
術
者

養
成
講
習
会

 

こ
の
講
習
会
終
了
後
に
行
う

試
験
の
合
格
者
は
、フ
ィ
ル
ム・

映
写
機
な
ど
の
視
聴
覚
機
材
を

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
か
ら
無

料
で
借
り
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
に
利
用
で
き
ま
す
。

▽
日
時　
10
月
29
日（
日
）午
後

１
時
～
５
時
。

▽
会
場　
東
図
書
館
。

▽
対
象　
県
内
在
住
の
高
校
生

以
上
の
人
。

▽
定
員　
先
着
20
人
。

▽
申
込　

10
月
３
～
28
日
に
、

電
話
で
、
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
☎（
638
）５
７
０
４
へ
。

シ
ニ
ア
世
代
応
援
講
座

音
読
教
室

▽
日
時　
10
月
31
日（
火
）午
前

10
時
30
分
～
11
時
30
分
。

▽
会
場　
中
央
図
書
館
（
明
保

野
町
）

▽
内
容　
昔
話
や
詩
な
ど
の
図

書
館
の
本
を
使
い
、
音
読
の
技

術
に
は
こ
だ
わ
ら
ず
、
声
に
出

し
て
読
む
こ
と
を
楽
し
む
会
。

▽
対
象　
お
お
む
ね
50
代
以
上

の
人
。

▽
定
員　
先
着
15
人
。

▽
申
込　
10
月
４
日
午
前
９
時

30
分
か
ら
、
直
接
ま
た
は
電
話

で
、
中
央
図
書
館
☎（
636
）０
２

３
１
へ
。

国
指
定
史
跡
上か

み

神こ
う

主ぬ
し

・

茂
原
官か

ん

衙が

遺
跡

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

▽
日
時　
11
月
12
日（
日
）午
前

10
時
～
午
後
４
時
。

▽
会
場　

東
（
中
今
泉
３
丁

目
）。

▽
内
容　
藤
井
恵
介
さ
ん
（
東

京
大
学
大
学
院
教
授
）
に
よ
る

◎人材かがやきセンターで宮の朝活　▽日時　11 月 10・17・24 日、午前 5 時 45 分～７時 30 分。全 3 回
▽会場　人材かがやきセンターなど▽内容　講話、参加者による交流など▽対象　市内に在住か通勤通学して
いる 20～40 代の人▽定員　抽選 40 人▽申込　直接または送付・電話・ファクス・Ｅメール（住所・氏名・
ふりがな・電話番号・年齢・交通手段を明記）で、10 月 31 日 ( 必着 )までに、〒320-0806 中央 1 丁目 1－
13、人材かがやきセンター☎（632）6332、 （632）6336、 u4606@city.utsunomiya.tochigi.jp へ。

教
室
・
講
座

奇跡のピアニスト辻井伸行さんの母
辻井いつ子さん講演会（親学スペシャル）

「親ばか」のススメ
子どもの才能を引き出す法則とは

▽日時　11 月 26 日（日）午後１時
～２時。
▽会場　作新学院大学。
▽内容　辻井いつ子さんによる、子
どもの自己肯定感を高めるための子
育ての仕方や子どもとの関わり方に
ついて学ぶ、うつのみや人づくり
フォーラム「地域教育メッセ」のゲ
スト講演。
▽対象　市内に在住か通勤している、主に子育て世代
の保護者。
▽定員　抽選 400 人。
▽申込　直接または電話・送付・ファクス・Ｅメール（「辻
井いつ子講演会申込」と書き、住所・氏名・ふりがな・
電話番号・年齢を明記）で、10 月 31 日（必着）までに、
〒 320 － 0806 中央１丁目１－ 13、人材かがやきセン
ター（中央 ４階）☎（632）6332、 （632）6336、

manabee@city.utsunomiya.tochigi.jp へ。

催
　
し

本
文
中
に
記
載
が
な
い
も
の
は
、
原
則
と
し
て
、
対
象=

ど
な
た
で
も
、
費
用=

無
料
、
申
込=

不
要
（
定
員
の
記
載
が
あ
り
申
込
の
記
載
が
な
い
も
の
も
、
当
日
、
直
接
会
場
へ
）。

=

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

=

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、

=

地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
、

=

出
張
所
、

=

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、

=

う
つ
の
み
や
表
参
道
ス
ク
エ
ア
、

=

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

=

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

HP

区

出

涯

参

コ

活
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上
神
主
・
茂
原
官
衙
遺
跡
に
関

す
る
講
演
、
県
内
の
官
衙
遺
跡

な
ど
の
調
査
成
果
の
発
表
や
講

師
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
。

▽
定
員　
先
着
300
人
。

▽
申
込　

10
月
２
日
か
ら
、
電

話
で
、
文
化
課
☎（
632
）２
７
６

４
へ
。

登
れ
ば
愉
快
だ
宇
都
宮

宇
都
宮
ア
ル
プ
ス　
篠
井
富
屋

連
峰
に
登
っ
て
み
ま
せ
ん
か

▽
日
時　
11
月
５
日（
日
）午
前

９
時
30
分
～
。

▽
集
合
場
所　
子
ど
も
の
森
公

園
駐
車
場
（
篠
井
町
）。

▽
コ
ー
ス　
子
ど
も
の
森
公
園

～
本
山
・
飯
盛
山
分
岐
～
本
山

～
男
山
～
榛
名
山
（
昼
食
）
～

子
ど
も
の
森
公
園
（
解
散
）。

▽
対
象　
市
内
在
住
の
人
。

▽
定
員　
抽
選
20
人
。

▽
費
用　
100
円
（
保
険
料
）。

▽
申
込　
往
復
は
が
き
の
往
信

に｢
篠
井
富
屋
連
峰
ハ
イ
キ
ン

グ
申
込｣

と
明
記
し
、
住
所
・

氏
名
・
ふ
り
が
な
・
電
話
番

号
・
年
齢
を
、
返
信
に
郵
便
番

号
・
住
所
・
氏
名
を
書
き
、
10

月
13
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
〒

320－

8540
市
役
所
観
光
交
流
課
☎

（
632
）２
４
５
６
へ
。

マ
ジ
ッ
ク
１ワ

ン

．
２ツ

ー

．
３ス

リ
ーの

大
人
向
け
マ
ジ
ッ
ク
講
座

▽
日
時　

11
月
18
日（
土
）
午

前
10
時
～
正
午
。

▽
会
場　

中
央
（
中
央
１
丁

目
）。

▽
内
容　
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
＆ア

ン
ド

マ
ジ
ッ
ク
講
座
。　

▽
定
員　
抽
選
20
人
。

▽
費
用　

２
５
０
０
円
（
教
材

費
）。

▽
申
込　
往
復
は
が
き
の
往
信

に
「
マ
ジ
ッ
ク
講
座
希
望
」
と

明
記
し
、参
加
者
全
員
の
住
所・

氏
名
・
電
話
番
号
・
年
齢
を
、

返
信
に
代
表
者
の
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
を
書
き
、
10
月
20

日
（
必
着
）
ま
で
に
、
〒
320－

8540
市
文
化
協
会
事
務
局
（
文
化

課
内
）
☎
（
632
）２
７
４
６
へ
。

宇
都
宮
シ
テ
ィ
ガ
イ
ド
の

街
中
ツ
ア
ー　
大
谷
ト
ロ
ッ
コ

軌
道
跡
を
歩
く
コ
ー
ス

▽
期
日　
10
月
26
日（
木
）。

▽
時
間　

１
班
＝
午
前
９
時
30

分
～
正
午
、
２
班
＝
午
前
10
時

～
午
後
０
時
30
分
。雨
天
中
止
。

▽
コ
ー
ス　
市
営
大
谷
駐
車
場

（
集
合
）
～
城
山

（
旧
荒
針

駅
前
）
～
の
こ
ぎ
り
屋
根
の
倉

庫
～
旧
瓦
作
駅
跡
～
旧
ト
ロ
ッ

コ
軌
道
～
立
岩
神
社
～
旧
立
岩

駅
跡
～
瓦
作
街
道
～
大
谷
夏
い

ち
ご
ハ
ウ
ス
～
旧
大
谷
寺
前
人

車
鉄
道
駅
跡
～
平
和
観
音
～
市

営
大
谷
駐
車
場
（
解
散
）。

▽
定
員　
各
抽
選
15
人
。

▽
費
用　
500
円
（
参
加
費
）。

▽
申
込　
往
復
は
が
き
の
往
信

に
班
名
・
参
加
者
全
員
の
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
年
齢
を
、

返
信
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名
を
書
き
、10
月
11
日
（
必
着
）

ま
で
に
、
〒
321－

0141
さ
つ
き
１

丁
目
10

－

16
、
う
つ
の
み
や

シ
テ
ィ
ガ
イ
ド
協
会
☎
０
９
０

（
５
４
１
１
）８
６
６
７
へ
。

問
観
光
交
流
課
☎（
632
）２
４
３

６
市
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
城
南
３
丁
目
）
オ
ー
プ
ン

▽
期
間　
10
月

１
日
～
平
成
30

年
５
月
15
日
。

▽
時
間　
平
日

＝
午
後
１
時
～

７
時
。
土
・
日

曜
日
、
祝
休
日

＝
午
前
９
時
～

午
後
５
時
。

▽
休
場
日　
毎

週
水
曜
日
。
12

月
～
平
成
30
年

3
月
は
無
休
。
た
だ
し
、
12
月

30
日
～
平
成
30
年
１
月
１
日
を

除
く
。
な
お
、
大
会
開
催
な
ど
に

よ
り
利
用
で
き
な
い
場
合
あ
り
。

▽
費
用　
右
の
表
の
通
り
。
市

内
に
在
住
か
通
学
し
て
い
る
高

校
生
以
下
の
人
は
、
宮
っ
子
の

誓
い
カ
ー
ド
や
学
生
証
な
ど
を

提
示
す
る
と
滑
走
料
が
無
料
。

た
だ
し
、
貸
靴
は
有
料
。

問
市
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎

（
655
）６
８
１
７

◎市の最新文化財情報　新資料速報展 2017　▽期間　11 月 26 日まで▽時間　10 月 31 日までは午前
９時～午後 5 時、11 月 1 日からは午前９時～午後 4 時 30 分▽会場　うつのみや遺跡の広場（上欠町・
聖山公園内）▽内容　溜西南遺跡・車塚古墳群・北の前遺跡などの調査で出土した出土品や新指定文化財
の愛染明王図のパネル展示など。問文化課☎（632）2766、うつのみや遺跡の広場☎（659）0193

各種スポーツ教室
▽教室名・内容・日時・会場など　下の表の通り。
▽申込　①～④ 10 月 10 日（消印有効）までに、宇都宮スポ
ーツナビ http://www.utsunomiya-sponavi.or.jp の申し
込みフォームに必要事項を入力するか、往復はがきの往信に教
室名・住所・氏名・ふりがな・電話番号・年齢・②④託児希望
の有無（有の場合は子どもの氏名・ふりがな・年齢）・②希望
する回（第 2 希望まで）を、返信に郵便番号・住所・氏名を書き、
〒 321－ 0954 元今泉 5 丁目 6 － 18、市スポーツ振興財団へ。
はがき 1 枚に付き 1 講座、複数人の申し込み可。子ども連れ
の参加は不可。託児利用者は可。⑤ 10 月 3 日午前 9 時から、
電話で、市スポーツ振興財団☎（663）1611 へ。
教室名・内容 日時・会場 対象・定員・費用など

①バレトン教室　バ
レエ・ヨガ・フィッ
トネスの要素を取り
入れたシェイプアッ
プエクササイズ

11 月 24 日、12 月 1・8・
15・22 日。午前 10 時～ 11
時。全 5 回
清原体育館（清原工業団地）

一般
抽選 40 人
2,500 円

②ヨガ教室　ヨガの
体位と呼吸法の習得
で心身ともにリラッ
クス

11 月 28 日、12 月 5・12・
19・26 日。全 5 回
第 5 回 ＝ 午 前 9 時 40 分 ～
10 時 40 分
第 6 回＝午前 10 時 50 分～
11 時 50 分
ブレックスアリーナ宇都宮

（市体育館・元今泉 5 丁目）

一般
抽選 50 人
2,500 円
託 児 あ り（2
歳以上の未就
学児、2,000円）

③ピラティス教室　イ
ンナーマッスルを鍛え
て美しく健康的なボディ
ーを目指す

11 月 28 日、12 月 5・12・
19・26 日。午後 7 時～ 8 時。
全 5 回
ブレックスアリーナ宇都宮

（市体育館）

一般
抽選 40 人
2,500 円

④ペルビック（骨盤）
コンディショニング
教室　身体のゆがみ
をセルフトレーニン
グで解消

11 月 30 日、12 月 7・14・
21・28 日。午前 9 時 40 分
～ 10 時 40 分。全 5 回
ブレックスアリーナ宇都宮

（市体育館）

一般
抽選 30 人
2,500 円
託 児 あ り（2
歳以上の未就
学児、2,000円）

⑤スポーツ健康体
力相談（11 月分）　
目的・体力に応じた
トレーニングメニュ
ーの提供

11 月 1・8・29 日、 午 後 1
時 30 分～ 3 時
ブレックスアリーナ宇都宮

（市体育館）

一般
各先着 12 人
500 円

一　般 中学生以下
滑走券 750 円 370 円
貸靴券 310 円 150 円
回数券(6回分) 3,750 円 1,850 円
定期券 23,250 円 11,470 円
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◎畳の上の熱戦　百人一首全国大会・市民大会を観覧しませんか　1全国大会　▽日時　10 月 21 日（土）
午前 9 時 30 分～▽内容　全国の有段者が集う昇段を懸けた戦い2市民大会　▽日時　10 月 22 日（日）
午前８時 30 分～▽内容　団体戦（小・中・高・ファミリー・ファミリー初級）と初級クラス個人戦に分
かれ、楽しく盛り上がるかるた大会■会場　ブレックスアリーナ宇都宮（元今泉５丁目・市体育館）。問
文化課（632）2763

各生涯学習センター　秋の文化祭 
（10月・11月初旬開催分）

■中央 　☎（632）6331
▽期日　10 月 27 ～ 29 日。
▽会場　中央 ・まちかど広場（中央

1 丁目）。
▽内容　絵画・写真などの作品展示、絵手紙な
どの体験コーナー、専門学校生徒による似顔
絵・缶バッチ作成、中国茶などの模擬店、クイ
ズラリー（景品付き）、27 日午後＝社交ダンス、
28・29 日＝合唱・大正琴・フラダンス・保育園
児のお遊戯などの演芸発表会など。
■東 （中今泉 3丁目）☎（638）5782
▽期日　10 月 28・29 日。

▽内容　絵画・書道などの作品展示、28 日＝白
楊高校吹奏楽部・邦楽部による演奏会、29 日＝
合唱・大正琴などのステージ発表。その他白楊
高校の農産物の販売など。
■南 （江曽島 2丁目）☎（645）0006
▽期日・会場　10 月 27 ～ 29 日＝陽光 （緑 5
丁目）。10 月 28・29 日＝緑が丘 （緑 3 丁目）。
11 月 3 ～ 5 日＝南 。
▽内容　11 月３・４日＝日本画・洋画・書道な
どの作品展、11 月 3 日＝模擬店などの催事、11
月 5 日＝合唱・大正琴・フラダンスなどの演芸
会など。

その他の文化祭　会場と日程
会場

問い合わせ先 日　　程

平石 （下平出町）
☎（660）1964 11 月 4 日（土）・5 日（日）

清原 （清原工業団地）
☎（667）5696 10 月 14 日（土）・15 日（日）

横川 （屋板町）
☎（656）6452 11 月 4 日（土）・5 日（日）

城山 （大谷町）
☎（652）4794 11 月 4 日（土）・5 日（日）

富屋 （徳次郎町）
☎（665）1663 11 月 4 日（土）・5 日（日）

会場
問い合わせ先 日　　程

篠井 （下小池町）
☎（669）2515

11 月 2 日（木）午後のみ・3
日（金・祝）

姿川 （西川田町）
☎（658）1594 11 月 4 日（土）・5 日（日）

上河内
☎（674）3131 11 月 4 日（土）・5 日（日）

河内
☎（671）3201 11 月 11 日（土）・12 日（日）

※各 の文化祭について、詳しくは市
をご覧になるか、各 へお問い合わ

せください。

生涯学習センターで各種催し
会場・講座名 日　時 対象・定員・費用 申　込

中央
大人の学習講座
修道館アカデミー

11 月１・8・15 日、
午後 1 時 30 分～ 3
時 30 分。全 3 回

市内に在住か通勤
している成人
抽選 40 人

10 月 13 日（消印有効）までに、直接またはは
がき・E メール（必要事項※を明記）で、〒 320
－ 0806 中 央 １ 丁 目 １ － 13、 中 央 ☎（632）
6331、 u47090100@city.utsunomiya.toch
igi.jp へ

北
聴いて読む名作
P
パ ー ト

art ７

11 月 7・21 日、
12 月 5 日。午後１
時 30 分 ～ 3 時 30
分。全 3 回

市内に在住か通勤
している成人
抽選 50 人

10 月 20 日（消印有効）までに、直接またはは
がき・E メール・ファクス（必要事項※を明記）で、
〒 320 － 0072 若草３丁目 12 － 25、北 ☎（62
1）7745、 （622）7093、 u47090004@cit
y.utsunomiya.tochigi.jp へ

上河内 （中里町）
鈴木基司とみんな
で歌おう　こころ
の歌・思い出の歌

11 月 8 日（水）午後
1 時 30 分～ 3 時

市内に在住か通勤
している成人
先着 200 人

当日午後１時から、直接、上河内 ☎ （674）
3131 へ

河内 （中岡本町）
男の料理講座

11 月 7 日、12 月
26 日、 平 成 30 年
1月11日、2月8日。
午前 9 時 30 分～午
後 1 時。全 4 回

市内在住の 65 歳
以上の男性
先着 16 人
材料費など（実費）

10 月 10 日から、直接または電話で、河内 ☎
（671）3201 へ

※講座名・郵便番号・住所・氏名・ふりがな・電話番号・年齢・性別

▲

ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
・
タ
ブ

レ
ッ
ト
用
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド

本
文
中
に
記
載
が
な
い
も
の
は
、
原
則
と
し
て
、
対
象=

ど
な
た
で
も
、
費
用=

無
料
、
申
込=

不
要
（
定
員
の
記
載
が
あ
り
申
込
の
記
載
が
な
い
も
の
も
、
当
日
、
直
接
会
場
へ
）。

=

ホ
ー
ム
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ー
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、

=

Ｅ
メ
ー
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ア
ド
レ
ス
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市
民
セ
ン
タ
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、
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出
張
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、
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ン
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ー
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=

う
つ
の
み
や
表
参
道
ス
ク
エ
ア
、

=

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

=

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
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区

出

涯

参

コ
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表紙裏（目次）で出題したクイズの答えを発表するよ！
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◎俳歌柳壇　応募方法　１人に付き俳句３句、短歌３首、川柳３句以内。対象は市内在住の人で、未発表
作品に限ります。はがきに、作品（漢字にはふりがなも付けて）・住所・氏名・ふりがな・応募する壇名
を書き、毎月20日（消印有効）までに、〒320-8540市役所広報広聴課へ。俳句・短歌・川柳の併記は不
可。市内に在住か通学している小・中学生からも応募をお待ちしています。問広報広聴課☎（632）2028

問題１の答え 問題２の答え

クイズコーナー
の答え

こた

ひょう し うら しゅつ だいもく じ こた はっ ぴょう

もん だい こた

4185メートル
きゅう しの はら け じゅう たく

3旧篠原家住宅

柳 壇 荒井宗明 選

孫
帰
り
こ
こ
に
始
ま
る
老
い
の
夏

●
中
今
泉
５
丁
目
　
丸
田
　
　
守

◎
選
評
　故
郷
の
空
気
を
た
っ
ぷ
り
と
吸
い
、爺
婆
に
目
い
っ
ぱ
い
甘
え
て
孫
た
ち
が
帰
っ
た
。孫
と
付
き
合
っ
た
日
々

を
取
り
返
す
た
め
、年
寄
り
の
夏
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。俗
に「
孫
は
来
て
よ
し
、帰
っ
て
よ
し
」と
言
う
。真
理
で
あ
る
。

や
が
て
は
、「
じ
じ
い
」「
ば
ば
あ
」と
呼
ば
れ
、う
っ
と
う
し
い
存
在
と
な
る
よ
う
だ
が
、人
の
輪
廻
で
は
、孫
あ
た
り
ま
で

が
か
わ
い
が
る
限
界
と
い
う
。孫
は
来
て
よ
し
、帰
っ
て
よ
し
。

秋
の
七
草
数
え
て
も
食
べ
ら
れ
ず

古
賀
志
町
　
天
貝
　
久
子

核
心
に
触
れ
る
と
記
憶
薄
く
な
る

茂
原
２
丁
目
　
野
口
　
久
弥

曼
珠
沙
華
母
の
足
音
近
く
な
る

城
東
１
丁
目
　
綱
川
　
光
江

闇
鍋
の
よ
う
に
出
て
く
る
母
の
鍋

西
川
田
南
１
丁
目
　
笹
沼
　
秀
臣

 歌 壇 安野登美子 選

と
ど
か
ぬ
愛
叶
は
ぬ
恋
と
知
り
つ
つ
も

諦
め
つ
か
ぬ
想
ひ
貫
く

●
花
園
町
　
小
林
　
秀
行

◎
選
評
　久
し
ぶ
り
に
恋
の
歌
に
出
会
い
と
き
め
い
た
。初
句
二
句「
と
ど
か
ぬ
愛
叶
は
ぬ
恋
と
」並
列
に
イ
ン
パ

ク
ト
が
あ
り
心
に
迫
る
。「
知
り
つ
つ
も
」が
下
の
句
を
引
い
て
く
る
。恋
慕
の
情
は
諦
め
き
れ
ず「
想
ひ
貫
く
」の
結

句
が
き
っ
ぱ
り
と
言
い
切
り
、こ
こ
に
作
者
の
本
心
を
見
た
。揺
れ
動
く
恋
心
が
歌
に
向
か
わ
せ
た
。詠
ん
で
お
き

た
か
っ
た
一
首
だ
と
思
う
。わ
が
恋
の
心
の
変
容
を
見
事
に
歌
い
上
げ
た
。

巡
り
来
る
終
戦
の
日
の
黙
祷
に

先
人
の
苦
難
せ
つ
に
迫
り
ぬ

江
曽
島
４
丁
目
　
今
井
　
立
子

立
秋
に
秋
の
七
草
オ
ミ
ナ
エ
シ

咲
き
て
林
は
黄
色
に
染
ま
る

立
伏
町
　
大
樹
龍
五
郎

宇
都
宮
ク
レ
ー
ン
高
く
空
に
舞
ひ

工
事
の
音
色
に
街
変
は
り
ゆ
く

泉
町
　
秋
野
　
　
毅

戦
い
の
勝
利
を
目
指
し
優
勝
へ

藤
井
四
段
の
連
勝
抜
く
ぞ

姿
川
第
一
小
学
校
　
角
山
　
　
侍

俳 壇 星田一草 選

大
根
ま
き
九
月
二
日
は
母
の
訓

●
中
岡
本
町
　
中
沢
　
智
子

◎
選
評
　大
根
の
種
ま
き
時
は
８
月
下
旬
か
ら
９
月
上
旬
。
残
暑
も
過
ぎ
、
い
よ
い
よ
秋
の
気
配
が
濃
く
な
る

頃
で
あ
る
。
そ
の
日
を
９
月
２
日
と
決
め
、
家
訓
と
さ
れ
た
母
。
風
土
の
伝
統
を
誇
り
と
し
て
、
賢
明
に
生
き

ら
れ
た
母
の
面
影
を
し
の
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
母
へ
の
敬
愛
の
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

目
鼻
立
ち
残
し
て
抜
け
し
蝉
の
殻

下
岡
本
町
　
荒
川
　
玲
子

星
祭
り
願
ひ
の
重
さ
笹
撓
ふ

駒
生
町
　
駒
場
　
幸
子

さ
ん
ま
焼
く
匂
ひ
流
る
る
路
地
に
住
み

氷
室
町
　
関
　
ふ
さ
子

遠
雷
や
夕
餉
の
支
度
急
か
さ
る
る

下
田
原
町
　
五
十
嵐
由
美
子

ミヤリーマークは
ジュニアの句・首です。

じ
い
ば
あ

り
ん
ね

　旧篠原家住宅は、今
いま
の建

たて

物
もの
は明

めい
治
じ
28 年

ねん
に建

た
てられ

たものなんだよ。篠原家
は、江

え
戸
ど
時
じ
代
だい
からしょうゆ

を造
つく
って売

う
ったり、肥

ひりょう
料を

売ったりしていた商
しょう
人
にん
なんだよ。家

いえ
の材
ざい
料
りょう
には良

よ
い

ものが使
つか
われていて、主

おも
屋
や
と蔵

くら
の一

いち
部
ぶ
が、国

くに
の重
じゅう
要
よう

文
ぶん
化
か
財
ざい
に指

し
定
てい
されているんだって。

　今
いま
は誰

だれ
でも見

けん
学
がく
できるようになっていて、希

き
望
ぼう
者
しゃ

には、旧篠原家住宅保
ほ
存
ぞん
会
かい
の人
にん
が解
かい
説
せつ
してくれるよ。

旧篠原家住宅で楽
たの
しそうな催

もよお
しもやっているから、

７ページも見
み
てね。

　ジャパンカップサイクルロードレースは、ワン
デーロードレースでは、アジアで唯

ゆい
一
いつ
、最

さい
上
じょう
位
い
カ

テゴリーの大
たい
会
かい
なんだ。ツール・ド・フランスでス

テージ優
ゆう
勝
しょう
した選

せん
手
しゅ
やワールドカップシリーズ総

そう
合
ごう

優
ゆう
勝
しょう
者
しゃ
など、数

かず
々
かず
のスター選手が参

さん
加
か
していて、

世
せ
界
かい
の第

だい
一
いっ
線
せん
で活

かつ
躍
やく
する選手たちの本

ほん
気
き
の勝
しょう
負
ぶ
を間

ま

近
ぢか
で見

み
られる、日

に
本
ほん
で唯一の大会なんだって。古

こ
賀
が

志
し
林
りん
道
どう
上
のぼ
り坂

さか
はジャパンカップ名

めい
物
ぶつ
のつづら折

お
りの

上り坂。その先
さき
の山

さん
頂
ちょう
では３

周
しゅう
ごとに山

さん
岳
がく
賞
しょう
があるんだっ

て。ジャパンカップについて、
詳
くわ
しくは、２ページを見てね。


